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要旨 
近年，大学における情報系専門教育と産業界が必要とする人材育成の連携がマッチしていないという問題が指摘さ
れている．2007年度に J07-ISモデルカリキュラムが情報処理学会から発表され，2008年 10月に IPAは「ITスキル
標準 V3 2008」を公開している．そこで本研究では，これらの最新情報を踏まえて，大学の情報システム（IS）教
育と産業界の人材育成との連携可能性について分析し，教育システム設計における課題とその改善について検討し
た．その改善案の一つとして，J07-ISのコアとなるラーニングユニット（LU）と ITSS・UISSとの相互参照テーブ
ルの作成を提案し，関連性を可視化したので報告する． 

1. はじめに    
大学の情報系専門教育と産業界の人材育成との連携では多面的な展開が必要になっている．情報シス

テム教育カリキュラム J07-ISでは LUに注目しており[1],[2],[3]，教育目的と教育目標のレベルを明確に
することを主張している．産業界ではITスキル標準（ITSS）[4]や情報システムユーザースキル標準（UISS）
[5]に注目した人材育成について議論している．ACM/AISの ISモデルカリキュラムでは，コアトピック
スとキャリアとの関係[6]を構造化している．本研究ではこのような動きを踏まえて，我が国の IS教育改
善と産業界の人材育成との連携について検討した結果，J07-IS（LU）と ITSS/UISS（職種）とを相互に
参照するテーブルを作成することを提案する． 

2. 相互参照の必要性 
大学等の教育と産業界の人材育成に関する議論は，経済産業省の産業構造審議会情報経済分科会情報

サービス・ソフトウェア小委員会人材ワーキンググループでなされている[7]．これらの成果を踏まえて
ITSSや情報処理技術者試験の見直しなどが進められているが，大学の教育システムに具体的な動きはみ
られない．筆者らはこの現状を打開するために教育システムを分析したところ，現行システムでは「企

業側が必要とする職種の専門性」に関する情報が明示的に示されていないことがわかった．つまり産学

で共有できる情報はなかった．そこで，この切り口で実現可能な改善案を検討したので，DFD（データ
フローダイアグラム）と LDS（論理データ構造）で示す（図 1，図 2）．図 2の矢印はm対 nの関係を意
味している．この 2つの図から LUと「職種の専門性」の関係が明らかとなり，両者を関連付ける仕組
みを作成することが必要であることがわかる．  
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3. ２つの相互参照テーブルの提案 
ここでは，2種類の相互参照テーブルを示す．一つは「J07-ISの LU」と「ITSSの職種」の関係を示し
たものであり，もう一つは「J07-ISの LU」と「UISSの職種」の関係を示したものである．作業に際し
てテーブルの使いやすさを考慮すると，可能な限りコンパクトにする必要がある．そこで次の 2点につ
いて配慮した．(1)LU（200以上）の候補を絞る（このためには，特性を分析して，内包される小さな粒
度の LUを省略する）こととした．(2)コアとなる LUに特化する（さらに，コア LU（109項目）[8]をカ
テゴリ分けする）．カテゴリは「ALL（コアとなる LU で全ての職種に必要なもの）」，「技・基（技
術的な基礎となるもの）」，「IS専門（ISに特化されるもの）」，「選択（職種の特性によって選択す
るもの）の４つである． 
「ALL」には［戦略的要素としての IS,倫理と法，知的作業と情報技術,個人のデータ資源, IS専門家の
倫理綱領，認知科学入門,ファイルシステム,ヒューマン・コンピュータ・インタラクション,データ解析,
情報システムと社会,情報システムの歴史,システム概念,集団意思決定の手法,組織と情報システム,個人
情報保護,システムと IT の概念,知識作業ソフトウェア,情報技術と社会,ハードウェアアーキテクチャ,シ
ステムソフトウェア要素とインタフェース,データ（文字，レコード，ファイル，マルチメディア),Web
技術の基礎,ISの社会的意義,人間社会への理解,コンピュータシステムのリテラシ,情報システムのリテラ
シ,ISのグローバル化への理解，理解可能な文書作成，理解可能なプレゼンテーション実行，視点の多様
化，対人関係の構築，コンピュータ活用ビジネスの理解］など 32の LUが含まれている． 
「技・基」には［データベース用語と概念,IS ライフサイクル,簡単なアルゴリズムの展開,簡単なデー
タベースの設計,個人のISアプリケーションの展開,問題解決と複雑性の尺度,DBMSの役割と機能,リレー
ショナルデータベースの基礎,離散数学と数理論理,問題解決のための数値計算,シミュレーション,プログ
ラミングスタイル,テスト品質,システムトラブルの分析と対策,抽象データ型,アルゴリズム展開による問
題解決,プログラミング環境とツールによる問題解決］など 17の LUが含まれている． 
表 1は，J07-IS（LU）と ITSS（職種）の相互参照表であり，職種にはさらにクリエータを追加してい
る．ここでは「IS専門」の LUを除外し，「選択」から必要な項目を選んで作成した．○は必須，△は
選択を意味する．表 2は，J07-IS（LU）とUISS（職種）の相互参照表である．「IS専門」および「選択」
から必須な項目を選んで○をつけ，「できれば選択が望ましいもの」は無印としている． 

4. おわりに 
本稿では，教育の産学連携に焦点を当てて，大学の情報システム教育と産業界の IS人材の育成に有用
な情報の共用について分析した．さらに，「J07-ISの LU」と「ITSS/UISSの職種」との関連を明示的に
示すことの必要性を示し，相互参照テーブルを試作した．ここに提示したテーブルは情報系分野で必要
なテーブルの一部である．このテーブルをたたき台とし，多くの関係者によって拡張・改善されること
を期待する． 
今後の課題は，活用面から改善することと，このような相互参照テーブルを体系化することである．
また，提案した相互参照テーブルが教育の産学連携に向けて利用できるようにすることも課題である． 
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表 1 J07-IS（LU）と ITSS（職種）との相互参照 
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0148 △ ○ ○    ○ ○    ○ 

0150       ○ ○ ○ ○   

0152    ○   ○ ○ ○ ○   

0153      ○ ○ ○ ○ ○   

0205 ○ ○ ○    ○      

0206   ○ ○   ○ △ △    

0404,0414    ○   ○ ○     

0431    ○  △ ○ ○     

0434       ○ ○     

0442      ○ ○ ○  ○  ○ 

0443    △   ○      

0444  △  △ △  ○      

0445-0446       ○      

0447    ○  △ ○      

0604 ○  ○          

0606   ○ ○   ○ ○    ○ 

0709    ○   ○ ○ ○ ○  ○ 

0950       ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1015    ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

1019     ○ ○     ○  

1025    ○   ○ ○  ○   

1027       ○   ○   

1028    △  ○    ○ ○  

1035       ○ ○ ○ ○ ○  

1040        ○ ○ ○ ○  

1105   ○ ○  △ ○ ○     

1107  ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○   

1108    ○  ○ ○ ○  ○  ○ 

1109     △ ○ ○ ○     

1122  ○  △  ○ ○ ○  ○ ○  

1124 △ ○ ○  ○ ○ ○ ○  ○   

技・基   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ALL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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表２ J07-IS（LU）とUISS（職種）との相互参照 
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0111 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○  ○ ○ 

0112  ○  ○ ○ ○ ○  ○ ○    

0113   ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○   

0114  ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ 

0115    ○     ○  ○   

0134    ○ ○  ○       

0141    ○ ○ ○ ○   ○    

0143    ○ ○ ○ ○   ○ ○   

0145    ○          

0148   ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○ 

0149    ○  ○ ○   ○    

0150,0152-0153    ○ ○ ○ ○   ○    

0205-0206    ○ ○ ○ ○       

0401    ○ ○ ○ ○  ○ ○    

0404 ○ ○ ○  ○ ○ ○   ○    

0405 ○ ○ ○       ○    

0414      ○ ○       

0431    ○ ○ ○ ○   ○    

0434    ○          

0441 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○    

0442-0446    ○   ○   ○    

0447    ○   ○   ○   ○ 

0604 ○ ○ ○          ○ 

0605 ○ ○ ○           

0606  ○ ○           

0703,0705,1027-1029    ○ ○ ○ ○   ○    

0706,0710    ○ ○ ○ ○   ○  ○  

0708   ○ ○ ○ ○ ○   ○  ○ ○ 

0709    ○ ○ ○ ○   ○    

0950  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

1015,1018,1308    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

1019       ○ ○      

1025,1039      ○ ○       

1035    ○  ○ ○       

1105-9,1122,1124    ○  ○ ○ ○  ○ ○   

1305  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○   

1306    ○ ○ ○ ○   ○ ○   

技・基   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

ALL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 


